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論文審査結果の要旨









事ストレッサー測定尺度 NJSS(NursingJob Stres Scale), 首尾 一 貫感覚：SOC(sense of 
coherence) 13 項目版，新版 STAI 状態—特性不安検査， K6, 救命救急センター看護師の看取りの
経験と職場環境，意思決定場面に関するストレスについての質問紙を用いたウェブアンケー
トを実施したその結果，35名の回答を得た．救命救急センター看護師は，特性不安が高く，
年齢が 21・25歳，経験年数 2-3年，救命救急センター経験年数 1・3年に不安があった.socが
低く特に把握可能感は低かった．仕事ストレッサーについては，仕事の質的負担，量的負担に
対するストレスが高く，年齢が 21-25歳でストレスを感じていた．医師との人間関係について
は，年齢が 26歳以上，経験年数が 4年目以上で医師との人間関係のストレスが高いことがわ
かった．意思決定支援に関わったことのある人の 68%が，意思決定支援に関わるストレスを感
じていたまた心残りがある人はストレスを感じており，意思決定支援場面に困難感を感じて
いることが明らかになった．このことから、救命救急センターの看護師同士でコミュニケーシ
ョンを図り，思いを表出することが必要であり，心残りに対するストレスについては，意思決
定支援場面の経験事例についてカンファレンス等を通して共有できる場を設け，精神的サポ
ートの支援をしてくことが必要であると示唆された．
本論文の内容理解を深めるために、研究の目的，概念枠組み，調査方法，分析方法，表・図の
説明，引用文献について確認した。
これらの質問に西氏は適切に回答し，主査 1名，副査 2名はその返答の妥当性及び新規性を
確認した．以上の審査結果から，本論文を修士（保健医療学）の学位授与に値するものと判
断した
（主査が記載）
